2015年6月6日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第14章11～20節
・勉強：第4章22,28節、第16章1節、第17章5節、第18章30～32節
　バガヴァッド・ギーター第4章のヨーガ・ヤッギャーに関連して、ヨーガ・スートラの説明を続けていますが、前回のサントーシャ(満足)について補足説明します。
ヨーガ・スートラの注釈者であるハリハラナンダジの言葉があります。

　　霊的な満足には世俗的な欲望の満足の16倍の喜びがある

ここで16という数字に特に意味があるわけではなく、それくらい霊的な満足は世俗的欲望の満足から隔絶している、ということを強調しているのです。

バガヴァッド・ギーターの中で、サントーシャのアイデアについては第4章22節に記述があります。

自然に手に入るもので満足し、我他彼此(あれこれ)を比べて悩み羨むことなく、成功にも失敗にも心動かされぬ人は、どんな仕事にも束縛されることはない。

この節のヤドリッチャー(yadrccha)というアイデアはヒンズー教の聖典の中に何度も出てきますが、ヤトとリッチャティー(yat+richchhati)という二つの言葉が合わさって出来ています。

「得られるものは何でも」(whatever I get)という意味であり、自分からは特に何が欲しいとは望まず、手に入ったものの質や量についても不満を言わないことがサントーシャである、とこの22節は説明しています。ひとつ例を挙げます。

ある時ドッキネッショルでシュリ・ラーマクリシュナの若い弟子たちの間で、ひとつの議論がありました。それは食事に関して、菜食が良いかそうでないかというものでした。

菜食主義にもいろいろ定義があり、肉食でなければ魚や卵を食べても菜食主義として許される、という考え方もありました。(もちろんインドで厳格な菜食主義のイメージは肉だけでなく魚も卵も食べないことですが)
この議論の中で、厳格な菜食にこだわるあまりベンガルの伝統的な食事である魚まで排除すると肉体的に弱くなってしまう、と主張する弟子もいました。
議論を聞いていたシュリ・ラーマクリシュナは、黙っていたスワミ・ヴィヴェーカーナンダに意見を求めました。

スワミジの答えはこの22節と同じヤドリッチャ－・ラーバ(Yadrccha-labha)、つまり「好き嫌いなど何もなく、ただ手に入るもので充分です」というものでした。

この考えを拡張すると、何も手に入らない日があったとしてもそれで構わない、ということになり、その日は断食しなくてはいけない可能性もあります。
ヤドリッチャ－・ラーバを本気で実践しようとすると、一日だけでなく2～3日にわたる断食になってしまうかもしれません。

手に入れたものに文句を言えないだけでなく、そもそも何も手に入らないかもしれません。

アジャーガラ・ヴリッティ(Ajagara Vritti)という言葉があります。
アジャーガラとは大蛇(パイソン)のことですが、自らは餌を求めて動き回ることはせず、口を大きく開けて待っていて、その口の中に餌が飛び込んだ時初めてそれを飲み込む、という大蛇の性質になぞらえて、自分からは食物を求めず与えられた時だけそれを受け取る、という態度を意味します。

アジャーガラ・ヴリッティを実践している僧侶は、ひとつの場所に留まり移動しません。
自分から食事を乞うことはありませんが、信者が食べ物を喜捨した時にそれを受け取ります。

以上、サントーシャの補足説明でした。
今日はニヤマの次の教え、スワッデャーヤ(Svadhyaya：聖典の学習) についてお話しします。

パタンジャリ「ヨーガ・スートラ」では第2章44節にスワッデャーヤが説明されていますし、その前の第2章32節にもニヤマを構成する教えのひとつとして、シャウチャやサントーシャなどとともにスワッデャーヤが挙げられています。
バガヴァッド・ギーターの中にもスワッデャーヤは何度も出てきます。
たとえば第4章28節を見てください。

さらには財産や苦行やヨーガの行を供物として捧げる人もいれば、自己を規制したり、厳しい誓いを立てたり、ヴェーダ聖典学習の成果を供養したりする人もいる。
次は第16章1節です。

至高者が話されます。『無畏、清純、賢明、信心、慈善、忍耐、供養、聖典学習、正直、
第17章15節にもスワッデャーヤは出てきます。

また、他人の心を苛立たせず、常に真実を語り、心地よく有益な言葉を語ること、そしてヴェーダ聖典を規則的に学習すること、これが言葉の修行であり、苦行と言われるものなのだ。

現代でも大学などの卒業生に対する学位授与式で、学長がスピーチ(convocation address)をすることがありますが、昔のインドでも聖典の学習を終えて家に戻る学生に教師が言葉を贈る、という慣例がありました。

ウパニシャッドのひとつであるタイッティリーヤ・ウパニシャッドの中にも、その時に贈る言葉が書かれています。

いつも親切、正直を実践してください。

道徳的な生き方をしてください。

忘れずに学習を続けてください。
出来ればあなたが学んだことを他の人にも教えてください。

富は使えば使うほど減りますが、反対に知識は他人に分け与えるほど増えていきます。

皆さんの自己成長のための方法は学習です。

私が以前に学生として在籍しその後そこで教えることになった大学の名称は、ヴィッディヤー・マンディーラ(知識の寺院)と言います。

寺院(マンディーラ)という言葉が使われていることからも、インドで学問がどれほど神聖なものとして尊敬されているかわかると思います。

シヴァ寺院、マザー・カーリー寺院だけでなく、大学も寺院なのです。

インドでは霊的、世俗的を問わず、すべての本の中に学問と音楽の女神であるサラスワティー
が住んでいる、と考えられています。
ですからどんな本であれ、不注意で自分の足が本に触れてしまった時には、サラスワティーに足で触ったのと同じことになるので、その罪を浄める言葉を唱えます。

マザー・サラスワティーの礼拝の儀式では、祭壇に本を置きます。
インドでは昔から学問はとても大切なことと考えられてきました。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダは新しい僧院を開設する時、そこの日課の中に必ず学習の時間を設けるよう強く命じました。

そうしないとその僧院のレベルは徐々に落ちてゆくからです。

成長するために学習が必要だと話してきましたが、それはどのような学習なのかについてこれから説明します。
ヴィッディヤー(Vidya:学問・知識)には2種類あり、それぞれパラー・ヴィッディヤー(Para Vidya)、アパラー・ヴィッディヤー(Apara Vidya)と言います。

因みにサラスワティーは、ヴィッディヤー・デーヴィ(Vidya Devi:学問の女神)と呼ばれます。
至高の学問(パラー・ヴィッディヤー)とそれ以外の学問(アパラー・ヴィッディヤー)、別の表現をすると霊的な学問(パラー・ヴィッディヤー)と世俗的な学問(アパラー・ヴィッディヤー)、という分け方です。
聖典、真理の勉強以外はすべてアパラー・ヴィッディヤーであり、日常生活のためにはアパラー・ヴィッディヤーが必要です。
しかし解脱のため、幸せのためにはパラー・ヴィッディヤーが必要です。

そして両方とも大切です。

人生には両方が必要であり、ひとつだけを学ぶとバランスが崩れます。
アパラー・ヴィッディヤーだけでは幸せは得られませんし、いっぽうパラー・ヴィッディヤーだけだと幸せは得られますが、お金は得られないし断食を迫られるかもしれません。

パラー・ヴィッディヤーはそれを実践する本人はいいかもしれませんが、家族は大変です。
家族を養うためには先程述べたアジャーガラ・ヴリッティ(大蛇の方法)では不可能で、大学でアパラー・ヴィッディヤーを学び、就職しなくてはなりません。
現代の問題は皆さんが学ぶのがアパラー・ヴィッディヤーに偏り、ほとんどパラー・ヴィッディヤーを学ばないことです。

現代はIT(情報技術:Information Technology)社会で、もちろん情報は重要なのですが、それがほとんど世俗的情報であるのが問題です。

バランスが大事なのであり、このバランスということについてはこれまで、外側の美しさ－内側の美しさ、肉体的健康－精神的健康、など再三説明してきました。
肉体が健康なだけでは牛と同じで体は頑強ですが、頭や心の中身は空っぽです。
こんな状態を羨ましいと思いますか？

聖典の面白いところはアパラー・ヴィッディヤーも無視せず、両者をバランスよく学べと教えていて、決してパラー・ヴィッディヤーだけを学びなさいとは言わないことです。
その上で、より重要なのはパラー・ヴィッディヤーのほうなのだ、と聖典は教えます。

その理由は、ひとつにはアパラー・ヴィッディヤーをどれほど熱心に学んでも、その学習の成果が有効なのは生きている間だけであり、死後再生しても来生ではまた一から始めなければならないからです。
今生で修士課程、博士課程を修了しても、来生ではまた幼稚園からスタートです。

ですからパラー・ヴィッディヤーのほうがより重要な至高の学問だと言うのですが、論理的な考え方だと思いませんか？
そして私が非常に残念なのは、皆さんがこの一番大切なパラー・ヴィッディヤーを避けていて、全く勉強しないことです。
サンスクリットで普通の意味での勉強という言葉はアッデャーヤナ(Adhyayana)であり、これに対して特に聖典の勉強、真理の学習のことをスワッデャーヤ(Svadhyaya)と言います。

普通の勉強(アッデャーヤナ)の目先の目的は、学生にとっては試験をパスすること、教師にとっては授業を受け持って給料を稼ぐこと、などです。
学生にはその後卒業してビジネスマンになる、学者になる、あるいは医者などの専門的技術職になる、などいろいろな目標があります。
ビジネスのことを学ばなければよいビジネスマンになれませんし、プロフェッショナルとはいっても国家試験に合格した後全く勉強せずに、何十年も前の古い薬ばかり処方する医者にかかりたいと思う人はいないと思います。サラリーマンであっても、昇進するために勉強します。

知識を得るために皆さんは勉強しますが、それ以上に深く学ぼうとする人はあまりいません。

読むのは新聞や漫画であり、そこからは浅い情報しか得られません。
私は新聞はほとんど読まず、社会の情報を得るのはインターネットからでそれもごくたまにですが、それでも殺人やスキャンダルなどの否定的なニュースが多く混ざっています。

どうやら皆さんは肯定的なものよりも否定的なニュースが好きなようであり、それを知って新聞などのメディアも否定的なニュースを多く取り上げます。

それを目にすると気分が悪くなります。

世俗的な人はそれでも構わないのですが、もしあなたが清らかになりたいなら、否定的な情報と接するのはできるだけ避けるべきです。
否定的なニュースを見るとそれに対する反応が起こります。

我々の目にする情報の多くは、浅いだけでなく無意味で否定的です。

このような世俗的な情報を見たり聞いたりすることを勉強とは呼べませんが、それをしている人にラーマクリシュナの福音を毎日読むように勧めても、「時間がありません」という答えが返ってきます。
真理・神・永遠・無限・自己の本性について学ぶのがスワッデャーヤです。
チャーンドギヤ・ウパニシャッドの中に有名な話があります。

聖者ナーラダも最初から聖者だったわけではありませんでした。若い頃彼は熱心に哲学、文学、占星学、天文学などを勉強しましたが、幸せにはなれませんでした。そこで彼はその悩みをある聖者に相談しました。それに対して聖者は、「あなたは哲学をはじめいろいろな学問を学んだが、それは解脱を目的としはいなかった。そうすると哲学さえも世俗的な学問に堕する可能性があるのだ」と答えました。
次の物語も大変有名です。
高慢な学者が船に乗り、無学な船頭に対して「君はこの学問を知っているか？あの学問を知っているか？」と次々に問い詰めました。

船頭が「知りません」と答えるたび、学者は「君の人生の25％は無駄だった、50％は無駄だった・・・」と馬鹿にしていたのですが、「75％は無駄だった」と言ったその時突然強い風が吹き、船は沈みそうになりました。

船頭が学者に「あなたは泳げますか？」と尋ねると、学者は「いや、泳げない」と答えました。そこで船頭は学者に対して、「私の人生の75%は無駄だったかも知れませんが、あなたの人生は100％無駄になりそうですね」と言いました。
この学者は哲学を勉強してはいましたが、その学問は人生の問題で彼を救いはしませんでした。
スワッデャーヤという言葉は、ただ単なる聖典の学習ではなく、それが束縛からの解放、霊的な無知を取り除く、という解脱の目的で行われる場合に使います。
形式的にヴェーダ、ヴェーダーンタなどの聖典をたくさん学んではいても、その目的が解脱でないなら、その勉強はスワッデャーヤではなく、ただのアッデャーヤナに過ぎません。
シャンカラチャーリヤの作った有名な讃歌『バジャゴーヴィンダム』があります。
愚かなる文法学者よ！あなたはたくさん勉強していて細かい文法規則には詳しいかもしれないが、死が目前に迫って来た時、死神の前でどんなに複雑な語形変化の知識を披露しても、それは何の役にも立たない。だからひたすら神を瞑想し祈りなさい。
神を悟りたい、解脱したいという動機から行われる勉強がスワッデャーヤであり、そうでない勉強はアッデャーヤナです。
ラーマクリシュナミッションの以前のプレジデントであったスワミ・ブテシャーナンダジは、日本にも何度も来たことがあります。

ブテシャーナンダジが大学でサンスクリットを学んでいた頃、それを教えていた教師は聖典の解釈、議論などについてたいそう詳しく教え方もうまく、教師としては非常に優秀でした。
しかしその教師自身はとても世俗的な生活を送っており、彼が教えていたことは彼個人の生活とは何の関係もありませんでした。

この教師の場合、スワッデャーヤを実践しているとは決して言えません。
シャンカラチャーリヤはこの教師ような、議論に卓越することを目的とした学問の態度を戒めているのです。
解脱、束縛からの解放、安定した幸せ、カルマの消滅、永遠を目的として学びなさい、と教えています。
勉強の目的は解脱だとわかりましたが、では聖典をどのように学べばいいでしょうか？
それには段階があります。

・読む－聞く

・理解

・反芻(復習)

・記憶
・実践

このうち反芻は大変重要で私はいつも強調していますが、皆さんは実行しようとしません。
ここでメモを取っても家に戻った後それをもう一度読み返すことはなく、1か月後のインド大使館の講話にやって来て、また同じようにメモを取ります。
牛は食べて一度胃袋に送った餌を、もう一度口に戻して咀嚼して消化吸収しやすくします。

これが反芻ですが人間の学習も同じで、自分では一度は理解したつもりの教えでも、再度勉強し直すことで、同じ教えがより消化されて身に付くようになります。
同じ教えを聞いてもある人は理解が深いのに別の人はそうでもない、というように理解のレベルに個人差がある大きな理由が、この反芻しているかどうかなのです
たくさん読んで聞いて理解したつもりでも、復習しなければそれが消化されず、理解のレベルが上がりません。学習には反芻(復習)がとても大切です。

ですから私はたとえば協会の例会での講話の後などに、ときどき信者達に「今日は何を学びましたか？　どの話に感動しましたか？」と尋ねることがあります。
最も高いレベルの教師であったシュリ・ラーマクリシュナのやり方も同じでした。

Ｍさんに対して、「今日私は何を話しましたか？」と尋ねました。
Ｍさんが自分が理解したその日の霊的な教えについて答えると、シュリ・ラーマクリシュナは「はい、私はそう話しました。いいえ、私はそのようには話していません・・・」、とＭさんの答えをチェックしました。良い教師とはこのようにあるべきなのです。

教師は教えたらそれで終わりではなく、再度生徒とディスカッションすべきなのです。
そうしないと生徒は聞いたこともすぐに忘れて何も残らないのですが、生徒個人も自分で復習してください。
もちろん今日この時間を他の場所に遊びに行かずに、ここインド大使館に来て学んでいるのは素晴らしいことですが、さらに個人的に復習をするとより大きな成果が得られます。
日本語訳としてはまだ協会から第1巻が刊行されているだけですが、とても素晴らしい本である『瞑想と霊性の生活』の著者スワミ・ヤティシュワラーナンダジの言葉があります。

たくさん学んでもそれについて熟考する習慣を持つ人はほとんどいない

たくさん学んでも復習しなければ、それによって得られた知識は浅く、間違っていて、学んだことが消化不良になっています。
反芻の次の段階は記憶であり、最後の段階が実践です。

実践まで行かなければスワッデャーヤではありません。

実践しなければすべては無駄になります。
聖典のある箇所について多くの注釈書から引用して解説できる学者がいても、彼自身が自分の生活でそれを実践していなければ、彼が行っているのはスワッデャーヤではありません。
スワミ・トゥリヤーナンダジはかつて、
「私は以前バガヴァッド・ギーターのひとつの節について一週間瞑想したことがあった」
と語りました。

これこそスワッデャーヤであり、普通の僧とトゥリヤーナンダジの違いです。

たとえば「活動の中の無活動、無活動の中の活動」を、サンスクリットという言葉のレベルで分かったつもりでその深い意味を理解せずに先に進んでも、何も得られません。
トゥリヤーナンダジはとても高いレベルの僧であると同時に、学者でもありました。
ある時一人の僧侶がトゥリヤーナンダジに対して、バガヴァッド・ギーターについて教えてほしいと申し出ました。

その申し出を受けたトゥリヤーナンダジが喜んでいるその僧侶に言った言葉は、

「あなたはこれから一日にバガヴァッド・ギーターのひとつの節について集中して考えてください。理解出来たら翌日は次の節に進み、またその節について一日同じように考えてください。こうしてこれから毎日を過ごしてください。以上でアドバイスは終わりです」

でした。
こうした態度で学ぶことで我々は無意識のうちに変化するのであり、突然聖者にはなれません。
ヴェーダーンタの伝統でも学習のプロセスを、スラヴァナ(聞く)、マナナ(熟考)、ニディデャーサナ(集中)、サマーディ(三昧)と4段階に分けています。
昔我々の僧院にウンカラーナンダジというとても素晴らしい僧がいて、彼は学者でもありましたが、残念なのは何も著作を残さなかったことです。

先程のブテシャーナンダジもほとんど本は書きませんでしたが、それでもその話を録音したテープがあったので、その中から活字になったものもありました。

しかしウンカラーナンダジはブテシャーナンダジよりもう少し前の方だったので、その話を録音したテープすらありませんでした。
一時期ウンカラーナンダジは南カルカッタにある文化センターで、毎週ウパニシャッドの講義をしていました。ひとつの笑い話があります。
ある時ひとりの僧侶がウンカラーナンダジに対して、「マハラジ、あなたは毎週ウパニシャッドを教えていますが、授業の様子はいかがですか？」と尋ねました。これに対してウンカラーナンダジは、「普通の学習のプロセスはスラヴァナ ⇒ マナナ ⇒ ニディデャーサナ ⇒サマーディと進むものですが、学生たちは私の話を少し聞く(スラヴァナ)とマナナ、ニディデャーサナを飛ばして、いきなりサマディーに入ってしまいます」と答えました。
暑いカルカッタで当時エアコンが設置されている建物は例外的で、ウンカラーナンダジがウパニシャッドを教えていた教室は、その数少ないうちのひとつでした。
ですから学生たちは涼しさが心地よく、講義が始まるとすぐに寝てしまったのです。

次にスワッデャーヤによって何が得られるかについて話します。
・まず知性(ブッディ)がサットワ的になります。

ラジャス的ブッディ、タマス的ブッディではなく、サットワ的ブッディになります。
バガヴァッド・ギーター第18章30～32節を見てください。
仕事をすることとしないこと、すべきこととしてはならぬこと、怖れるべきことと怖れてはならぬこと、また束縛するものと自由に導くもの、これらをよく分別する知性は、サットワ的知性である。

正しい信仰と不正な信仰との区別、するべきこととしてはならぬことの区別、これが識別できないような知性は、ラジャス的知性である。プリター妃の息子(アルジュナ)よ！
正しくない信仰を正しいと、また正しい信仰を正しくないと、すべてを反対に取り違えてしまう、妄想と無知の暗闇に覆われたような知性は、タマス的知性である。

皆さんの知性はほとんどがラジャス的あるいはタマス的なので、サットワ的になりたければ聖典の勉強が必要です。
スワッデャーヤの結果何が正しく何が正しくないか、何が真理で何が真理でないかがわかります。これは自分の人生を支えるためにとても大切なことです。
物理学、化学、数学、経済学、天文学はあなたの人生を助けてくれません。

バガヴァッド・ギーターを学べば何が正しいかがわかります。

サットワ、ラジャス、タマスについても詳しく書かれていて、あなたの人生の助けになります。

素晴らしい本だと思いませんか？
皆さんは一時的なものや有限なものについてはよく知っていますが、永遠や無限については知りません。聖典はその真理(永遠・無限)を学ぶための本です。

・スワッデャーヤがもたらす次の結果は、やる気です。

皆さんの抱えている切実な問題は、やる気が起こらない、あるいはやる気が続かない(三日坊主)ということです。

皆さんは英語、文学、踊り、何であれ勉強を始めてはみたものの、すぐにやめてしまいせっかく始めた勉強が実を結ばなかった、という経験があると思います。
聖典の勉強が進んで瞑想をするようになると、やる気が起こりそれが持続します。
・またスワッデャーヤは神聖な交わりの代りになります。

聖典は常に聖なる交わりの重要性を強調しています。

我々の周囲はいつも世俗的、一時的なもので溢れていて、それは我々の苦しみ悲しみを増大させます。
私が日本に来たばかりの頃は日本語がわからなかったので、電車に乗っても問題はなかったのですが、最近では耳に入ってくる会話はほとんどすべてが世俗的で、真理や神についての話など一切ないことがわかります。

ある時電車の中で耳にした女性3人の会話の内容は、お風呂に入っている時間はどれぐらいか、というものでした。

このように神聖さとは程遠い電車の中のような環境でも、あなたはギーターやラーマクリシュナの福音や聖書を読むなどして、あなた自身で自分の周りに神聖な交わりと同じ状態を作ってください。
幸いに他の人もあなたの邪魔をすることはないでしょうから、あなたも周りには気を取られずに聖典を読んだり、神聖なマントラやバジャンを聴いたりすることはできるはずです。
毎日電車に乗る機会のある人は多いと思いますが、あなたの心がけ次第でそんな場所でも神聖な状態にすることは可能です。

居眠り、漫画、パソコンの代りに電車の中でもスワッデャーヤすれば、毎日の通勤通学の時間が有効に使えます。

・またスワッデャーヤをすると、心が堕落することがありません。

心は絶えず低いレベルに落ちてしまう危険性を持っていますが、スワッデャーヤがそれを食い止めます。
・スワッデャーヤは我々の活力を生み、我々の人生の滋養になり、我々を護ります。

勉強の時それがどのように自分の人生の支えとなるかを考えて学んでください。
我々がいつも勉強の前に唱え、もちろんこの講話の前にも唱えているマントラ、「オーム　サハナーヴァヴァトゥ・・・」にもそのアイデアが含まれています。
勉強の前にこのマントラを唱えることで、勉強の本来の目的を思い出します。

・時間は過去から未来に向かって流れていて、これに逆らって昨日には戻れませんが、聖典の勉強をすることは時間の有効利用になります。
・聖典の勉強は脳の運動となり、頭脳明晰になります。

普通の雑誌や新聞を読むのと聖典の勉強では、脳に対する効果が違います。

ここで問題となるのは時間で、皆さんはよく「時間がない」と言うのですが、実は時間はあるのに無駄な使い方をしているだけなのです。

つまらないことに時間を使えば、当然のことながら大切なことに使う時間はなくなります。

皆さんの毎日の日課に勉強の時間を組み込んでください。

普通の日でも30分～1時間、土日はもっと時間が取れるはずです。
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